画像情報処理 Image Signal Processing（４Ｑ　電子システム工学科　３年）
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★ 講義の目的

コンピュータにおける情報処理の実際を画像情報を例に学習する．ディジタル画像情報の扱い方を学ぶと共に，その解析を通じて画像情報の表現方法を学び，画像の符号化・圧縮・ノイズ・情報抽出などに関する基本的素養を身に付ける．更にその応用分野を的確に把握する．
★ 達成目標

１ 画像情報がディジタル化される過程と標本化，量子化について理解している．

２ コンピュータを用いた画像情報処理の手法について理解している．

３ 既存プログラムを用いた画像情報処理の実践ができる．

４ 画像情報処理の応用分野を理解している．

５ 色の表現法，諧調，圧縮などの概念を理解し，画像情報を多角的に理解する． 

★ 講義の進め方

コンピュータによる画像情報処理の手法を学ぶ．基本概念を理解した後に，具体的な画像情報処理の手法として画像の符号化，色の表現，画像圧縮，画像ファイル形式について学習する．更にソフトウエアを用いた演示を通して画像処理の実際を体験しつつ，画像解析，画質改善，特徴抽出，画像認識などについても学習する．講義のまとめとして画像情報処理の応用について今後の技術発展の方向性を議論する．
· 講義予定
1． 11/30
木
概要紹介、画像情報処理に必要な知識（Ａ ディジタル化とは？）
２． 12/ 4
月
画像情報処理に必要な知識（Ｂ 色の基礎）
３． 12/ 7
木
画像情報処理に必要な知識（Ｃ 画像のディジタル化）
　４． 12/11
月
画像情報処理に必要な知識（Ｄ 画像の圧縮）（演習）←重要です
　５． 12/14
木
画像情報処理に必要な知識（Ｅ 画像のファイル形式）
　６． 12/18
月
これまでのまとめ
　７． 12/21
木
中間試験
　８． 12/25
月
画像情報処理の実際（Ａ ディジタル画像の取得、Ｂ 画面への出力）

９．  1/11
木
画像情報処理の実際（Ｃ 画像処理）←重要です
１０．  1/15
月
画像情報処理の実際（演習）
１１．  1/18
木
画像情報処理の実際（Ｄ 画像の出力）←重要です
１２．  1/22
月
画像情報処理の実際（Ｅ カラーマッチング）
１３．  1/25
木
これまでのまとめ、特徴抽出，画像認識，映像情報処理について
１４．  1/29
月
期末試験
１５．　2/ 1
木
画像情報処理の応用と技術発展の方向性について（議論）
· 必要に応じ実際にソフトウエアを用いた演習を行なう予定である．
· Windowsパソコン（A303室）とフリーソフトウエアIrfanViewを用いる．
· 出張などの都合で休講が生じた場合は、予備日1/31（水）を使います。

· テキスト・参考書

（テキスト）

『図解ディジタル画像処理入門』磯博著(産能大学出版部刊,1996)
ISBN4-382-05353-6，\2,800.
（参考書）


『画像・メディア工学』吹抜敬彦著(コロナ社)

『図解雑学ディジタル画像処理』山田宏尚著(ナツメ社)

『画像処理の基礎』藤岡弘・中前幸治著(昭晃堂)

『画像処理工学』末松良一・山田宏尚著(コロナ社)

★ 成績評価方法について

・基本評価点は，中間試験40点＋最終試験40点＋レポート課題20点で評価し，基本的に
合計60点以上C､ 70点以上をB､ 80点以上をA、90点以上をAAとする．ただし、C

およびAAの成績を与えるにあたっては口頭試問を求めることがある．
・レポート課題は講義の進捗にあわせ３～４回の簡潔なレポート提出を求める．

・講義中での建設的な意見・質問に対して10点を上限に付加する．

・追試験・追レポートは実施しない．

· どれもかなりまじめにやらないと単位は取れません．

· 講義支援ホームページ

http://www.ele.kochi-tech.ac.jp/masayuki/ISP2005/index.html
★ 担当教員連絡先

氏名：山本真行（やまもとまさゆき）

所属：電子・光システム工学科　講師

居室：Ａ４６５（実験室A201）

電話：0887-57-2202

E-mail：yamamoto.masa-yuki@kochi-tech.ac.jp
オフィスアワー：水曜４限（講義内容以外でも気軽に訪ねてください）

★ その他

・関連する幅広い視点が得られるよう他学科からの積極的な聴講を歓迎します．

・講義内容に関しての質問などは，疑問が湧いた瞬間に講義時間内に挙手して尋ねて下さい。皆さんからの質問と回答を聞くことで，他の学生にも参考になると思います．非常に簡単な質問内容でも構いませんので，どんどん質問しましょう．

・講義外の時間にも居室に来ていただければ質問をお受けしますが，まず身近な友達同士で相談したり教科書など参考文献を調べたりして，それでも分からない場合に来てください．

・早々に単位取得をあきらめる人がいますが，危機的状況になる前に必ず相談に来て下さい．

以上













